
 

 

 

 

 

 

 

 

StandardODF,TexTools,MTEX,EBSDなど解析ODFデータを LaboTexに読み込む 
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概要 

 LaboTexは VolumeFractionなど ODFデータ解析が豊富である。 

   この豊富な解析を他の ODFソフトウエアの ODFファイル、EBSDの ODFファイルから利用する 

   方法を説明します。 

 

ソフトウエア 

 ＬａｂｏＴｅｘソフトウエア(Ｖｅｒ．３．０以降) 

  予め、目的とする Orthorhombic、Triclinic、ステップ間隔で JOBファイルを作成 

   

 ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅソフトウエア 

   

  バイナリ JOBファイルを読み込む。 

  GPODFDisplayで各種 ODFファイルから LaboTexODFファイルを作成 

  LaboTexODFファイルから JOBファイルを追加作成する 

 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

   

  ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅから呼び出される 

  （各種ＯＤＦデータ（ＥＢＳＤを含む）を LaboTexODFデータに変換） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙによる各種 ODFファイルを LaboTexODFファイルに変換 

  

 Vector法を除く ODFデータの読み込み 

 

LaboTexODFフォーマットでファイル作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＢＳＤ―ＯＤＦファイル 



LaboTexの JOBファイル作成 

 バイナリファイルJOB1を作成し、LaboTexODFFIleソフトウエアで編集し、JOB2に書き出しを行う。 

 JOBファイルを読み込み  

 

  GPODFDisplayソフトウエアを立ち上げ、各種 ODFデータを読み込み LaboTEXODFファイル作成 

 

 LaboTEXODFファイルから JOBファイルを追加する 

 

 

 追加された JOBファイルを LaboTexで読み込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Orthorhombic、ステップ５．０として JOBファイルを作成  

  

  この部分は無関係。 

 

 

表示 ODF図を閉じる（Job領域を確保が目的） 

 

 JOBの ODF図が読み込まれる。（領域確保） 

 



StandradODFで解析した ODFファイルの読み込み 

 

 

LaboTexODFファイル作成 

 

 ファイル（LaboTexODF）作成後 ODF画面を終了 

 

 

 

 

 

 

 



 JOBファイルを作成 

 

JOB2が追加される。 

 

 

 

LaboTexで確認 

 

  

Vector法を除く EBSDを含む ODFファイルに適用できます。 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓの場合 

 

ＭＴＥＸの場合 

 

ＥＢＳＤの場合 

 

ＬａｂｏＴｅｘでＪｏｂを確認 

 StandardaODF TexTools  MTEX  EBSD 

  

 Ｊｏｂが追加されています。 

 



Ｃｕｂｉｃ以外の場合 

領域確保のＪｏｂ作成時、目的とする結晶系でＪｏｂを作成 

  

  

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの結晶系（材料）とステップ間隔を指定 

 

 


